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な
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
組
み
分
野
別

に
紹
介
し
て
い
る
。
物
流
で
は
、

多
様
な
輸
送
手
段
を
組
み
合
わ

せ
、
速
さ
、
コ
ス
ト
削
減
、
手
続

き
の
簡
素
化
を
目
指
す
も
の
と
あ

る
。
ロ
ボ
ッ
ト
、
ド
ロ
ー
ン
（
小

型
無
人
機
）
、
自
動
走
行
ト
ラ
ッ

ク
等
の
新
技
術
導
入
に
よ
る
、
配

送
の
確
実
性
や
速
達
性
の
向
上
、

環
境
負
荷
の
低
減
、
省
人
化
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
の
促
進
が
紹
介
さ

れ
、
物
流
業
務
従
事
者
の
業
務
軽

減
と
将
来
の
人
手
不
足
へ
の
対
応

を
未
来
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。

こ
れ
ら
は
総
合
物
流
施
策
大
綱

（
21
～
25
年
）
の
取
り
組
み
と
も

連
携
す
る
。
「
物
流
Ｄ
Ｘ
や
物
流

標
準
化
の
推
進
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
全
体
の
徹

底
し
た
最
適
化
に
よ
る
、
簡
素
で

滑
ら
か
な
物
流
の
実
現
」
「
労
働

力
不
足
対
策
と
物
流
構
造
改
革
の

推
進
に
よ
る
、
担
い
手
に
や
さ
し

い
物
流
の
実
現
」
「
強

き
ょ
う

靱
じ
ん

で
持
続

可
能
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
よ
る
、
強
く
て
し
な
や
か
な

物
流
の
実
現
」
の
こ
れ
ら
三
つ
の

観
点
は
、
今
後
の
物
流
が
目
指
す

べ
き
方
向
性

で
あ
り
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ

ィ
や
ス
ー
パ

ー
シ
テ
ィ
と

し
て
整
備
が

進
む
都
市
Ｏ

Ｓ
に
よ
る
デ

ー

タ

連

携

が
、
そ
の
実
現
を
後
押
し
す
る
と

考
え
る
。

我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
を
見

据
え
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、

立
地
適
正
化
、
市
街
地
活
性
化
な

ど
、
リ
ア
ル
の
都
市
や
街
の
再
構

築
を
進
め
て
き
た
。
一
方
、
市
街

地
か
ら
離
れ
た
中
山
間
地
や
郊
外

の
住
み
継
が
れ
る
ま
ち
づ
く
り
も

同
様
に
大
切
で
あ
る
。
リ
ア
ル
の

場
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
と
い
う

デ
ジ
タ
ル
空
間
と
も
相
互
に
連
携

す
る
こ
と
で
、
都
市
部
、
そ
し
て

中
山
間
地
や
郊
外
が
抱
え
る
地
域

課
題
の
解
決
へ
の
寄
与
だ
け
で
な

く
、
将
来
子
ど
も
た
ち
に
残
し
た

い
、
在
り
た
い
社
会
を
築
く
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

全
て
の
分
野
や
サ
ー
ビ
ス
を
都

市
Ｏ
Ｓ
の
構
築
初
期
に
実
装
す
る

の
は
コ
ス
ト
や
時
間
も
掛
か
る
た

め
、
ま
ず
は
そ
の
地
域
の
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
や
課
題
に
基
づ
き
、
優
先

度
と
緊
急
度
が
高
い
分
野
や
サ
ー

ビ
ス
と
、
幅
広
く
地
域
で
活
用
さ

れ
る
分
野
や
サ
ー
ビ
ス
（
行
政
手

続
き
や
公
共
交
通
な
ど
）
を
選
定

す
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
そ
の
後


計
画
的
な
都
市
Ｏ
Ｓ
の
段
階
的
拡

張
を
想
定
し
、
機
能
追
加
や
更
新

な
ど
に
柔
軟
性
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
方

式
の
開
発
と
管
理
が
理
想
的
だ
。

サ
ー
ビ
ス
と
深
く
ひ
も
づ
く
都

市
Ｏ
Ｓ
に
お
い
て
、
導
入
初
期
か

ら
重
要
な
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

規
約
個
人
情
報
保
護
規
約
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
利
用
規
約
な
ど
の
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ル
ー
ル
で
あ
る


都
市
Ｏ
Ｓ
が
主
体
的
に
提
供
す
る

デ
ー
タ
や
サ
ー
ビ
ス

都
市
Ｏ
Ｓ

が
仲
介
す
る
他
の
デ
ー
タ
や
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
利
用
ル
ー
ル
パ

ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い


オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
を

定
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る


な
お
、
定
め
た
い
ル
ー
ル
が
現

行
の
法
制
度
で
実
現
が
難
し
い
場

合
は
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に

あ
る
通
り
、
規
制
緩
和
を
求
め
る

必
要
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
（
図

３
）物

流
へ
の
寄
与

内
閣
府
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
を
通
じ
て
導
入
さ
れ
る
主

活
用
す
る
機
能
が
集
約
さ
れ
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
導
入
す
る
様
々

な
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
容

易
に
さ
せ
る
こ
と
を
実
現
す
る
Ｉ

Ｔ
（
情
報
技
術
）
シ
ス
テ
ム
の
総

称
と
あ
る
。

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
で
は
、
異
な

る
サ
ー
ビ
ス
間
に
お
い
て
相
乗
効

果
を
で
き
る
限
り
追
求
す
る
た
め

の
デ
ー
タ
連
携
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

環
境
を
「
デ
ー
タ
連
携
基
盤
」
と

呼
ぶ
。
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
と
は
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
一
類
型
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
「
デ
ー

タ
連
携
基
盤
」
を
「
都
市
Ｏ
Ｓ
」

と
整
理
し
て
取
り
扱
う
。

都
市
Ｏ
Ｓ
の
特
徴
は
①
相
互
運

用
（
つ
な
が
る
）
②
デ
ー
タ
流
通

（
な
が
れ
る
）
③
拡
張
容
易
（
つ

づ
け
ら
れ
る)

に
整
理
で
き
る(
図

２
）
。
分
野
・
都
市
・
サ
ー
ビ
ス

が
個
別
に
デ
ー
タ
利
活
用
を
行
う

の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
横
断
し

て
デ
ー
タ
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

コ
ス
ト
を
抑
え
た
シ
ス
テ
ム
構

築
、
広
域
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
サ

ー
ビ
ス
の
高
度
化
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ･

サ
ー
ビ
ス
化
が
可
能
に
な
る


こ
の
都
市
Ｏ
Ｓ
を
活
用
し
て
、

地
域
の
セ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ
等
の

デ
バ
イ
ス
情
報
を
含
む
地
域
情
報

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
収
集

さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
地
域
へ
提
供
さ
れ

る
。
こ
の
都
市
Ｏ
Ｓ
が
収
集
、
仲

介
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
、
気
象
や

交
通
な
ど
の
動
的･

静
的
デ
ー
タ


地
図
や
人
口
な
ど
の
官
民
の
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
、
住
民
や
購
買
な
ど

の
官
民
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
な

や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
取
り
組
み

が
遅
れ
て
お
り
、
規
制
改
革
が
な

く
て
も
実
施
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
も

見
受
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
ス
ー
パ
ー

シ
テ
ィ
と
聞
く
と
、
規
模
の
比
較

的
大
き
い
自
治
体
を
想
起
す
る

が
、
内
閣
府
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
里
山
里

海
な
ど
を
有
す
る
地
域
に
お
け
る

豊
か
な
自
然
と
共
生
し
た
地
域
づ

く
り
（
ス
マ
ー
ト
ロ
ー
カ
ル
）
も

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
仲
間
と
し
て

い
る
。

課
題
先
進
国
と
呼
ば
れ
る
我
が

国
で
は
、
住
民
合
意
に
基
づ
く
大

規
模
な
規
制
緩
和
を
活
用
し
た
未

来
社
会
の
先
行
実
現
と
し
て
、
地

域
課
題
が
よ
り
深
刻
化
し
て
い
る

中
小
規
模
の
自
治
体
こ
そ
、
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
と
一
致
す
る
の

で
は
な
い
か
。

都
市
Ｏ
Ｓ
構
想

ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
と
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
で
は
、
仮
想
空
間
と
現

実
空
間
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ

ス
テ
ム
を
目
指
し
、
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
で
は
複
数
の
先
端
的
サ
ー
ビ

ス
間
で
の
デ
ー
タ
収
集
・
整
理
を

目
指
す
こ
と
か
ら
、
未
来
社
会
に

お
い
て
都
市
の
デ
ー
タ
連
携
シ
ス

テ
ム
の
構
築
は
重
要
な
要
素
と
分

か
る
。

21
年
１
月
に
報
告
さ
れ
た
内
閣

府
の
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
で
は
、｢

都
市
Ｏ
Ｓ｣

と
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
地
域
が
共
通
的
に

の
検
討
を
要
請
し
た
。
先
立
つ
６

日
に
実
施
さ
れ
た
区
域
指
定
に
関

す
る
専
門
調
査
会
の
第
１
回
会
合

で
は
、
住
民
合
意
を
要
す
る
大
胆

な
規
制
緩
和
の
提
案
や
、
複
数
サ

ー
ビ
ス
間
の
デ
ー
タ
連
携
の
設

計
、
住
民
目
線
で
30
年
に
実
現
す

る
未
来
社
会
の
先
行
実
現
で
あ
る

ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
検
討
が
不
十
分

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化

９
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
２

０
１
９
」
等
に
お
い
て
、
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
構
想
を
通
じ
た
ソ
サ
エ

テ
ィ
５
・
０
の
実
現
が
掲
げ
ら
れ

た
の
が
大
き
な
き
っ
か
け
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
各
省
で
実
施
し
て

い
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
関
連
事
業

を
連
携
し
た
「
官
民
連
携
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
21

年
に
は
関
連
事
業
の
合
同
審
査
会

を
実
施
す
る
な
ど
、
官
民
が
歩
調

を
合
わ
せ
て
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構

想
を
促
進
し
て
い
る
。

各
省
の
関
連
事
業
で
は
、
先
進

的
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
都
市
や

地
域
の
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
を
効
率

化
・
高
度
化
し
、
各
種
の
課
題
の

解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
快
適
性

や
利
便
性
を
含
め
た
新
た
な
価
値

を
創
出
す
る
実
証
実
験
や
社
会
実

装
の
取
り
組
み
が
多
い
。

一
方
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
は
、

国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
つ

つ
、
住
民
と
競
争
力
の
あ
る
事
業

者
が
協
力
し
、
世
界
最
先
端
の
日

本
型
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
の
実
現
を

目
指
す
も
の
で
あ
り
、
先
端
的
サ

ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
の
規
制

改
革
を
同
時
・
一
体
的
・
包
括
的

に
推
進
す
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
技
術
検
証

の
色
合
い
が
強
い
。
し
か
し
、
ス

ー
パ
ー
シ
テ
ィ
で
は
必
要
な
要
素

技
術
が
ほ
ぼ
そ
ろ
っ
て
い
る
が
、

実
践
す
る
場
が
な
い
の
が
課
題
で

あ
る
と
し
て
、
地
域
限
定
型
規
制

の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
制
度
の
創
設

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
国
家
戦
略
特
別
区
域

法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
を
20
年
に
制
定

し
、
取
り
組
み
が
推
進

さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
型
国
家
戦
略
特
別

区
域
の
指
定
に
関
す
る

公
募
が
行
わ
れ
、
合
計

31
の
地
方
公
共
団
体
か

ら
応
募
が
あ
っ
た
が
、

21
年
８
月
24
日
に
地
方

公
共
団
体
に
対
し
、
規

制
改
革
な
ど
の
再
提
案

新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン

ま
ず
は
、
皆
さ
ん
も
耳
に
す
る

機
会
が
あ
る｢

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ｣

と
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」
、
そ
し

て
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５･

０(
ソ

サ
エ
テ
ィ
５
・
０
）
」
に
つ
い
て

整
理
し
よ
う
。
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５

・
０
」
は
、
デ
ジ
タ
ル
（
仮
想
空

間
）
と
リ
ア
ル
（
現
実
空
間
）
を

高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題

の
解
決
を
両
立
す
る
人
間
中
心
の

社
会
を
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

る
。そ

の
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
の
先

行
的
な
実
現
の
場
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
等
の
新
技

術
を
活
用
す
る
の
が
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
だ
。
そ
し
て
、
未
来
都
市
の

社
会
実
装
と
し
て
法
制
度
の
対
応

を
目
指
し
、
大
胆
な
規
制
緩
和
を

伴
う
の
が
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
で
あ

る
。
ど
れ
も
内
閣
府
主
導
の
政
策

と
し
て
未
来
社
会
に
つ
い
て
取
り

組
む
も
の
だ
が
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
５

・
０
と
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
科
学

技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の

一
環
と
し
て
技
術
開
発
を
起
点
に

取
り
組
み
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
は

国
家
戦
略
特
区
政
策
の
一
環
と
し

て
、
地
方
創
生
を
起
点
に
取
り
組

ま
れ
る
の
が
特
徴
だ
。
（
図
１
）

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
２
０
１

や
す
ひ
ら
・
そ
の
こ

慶

応
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管

理
研
究
科
修
士
課
程
修
了

（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
。
日
本
総
合
研

究
所
に
て
、
物
流
・
交
通
・

都
市
開
発
に
お
け
る
、
社
会

課
題
に
対
す
る
先
端
技
術
を

用
い
た
新
事
業
の
提
案
を
行

っ
て
い
る
。

未来社会へ向けたまちづくり

中
小
自
治
体
の
課
題
解
決

ス
マ
ー
ト

シ

テ
ィ

ま
ず
利
用
ル
ー
ル
策
定
を

／

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

日
本
総
合
研
究
所
／

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

日
本
総
合
研
究
所
／

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

マ
ネ
ジ
ャ
ー

泰
平

苑
子

マ
ネ
ジ
ャ
ー

泰
平

苑
子

（
面
担

田
村
咲
絵
）
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